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ノリタケスーパーポーセレンAAA

（クラレノリタケデンタル株式会社：
以下AAA）発売30周年おめでとうござ
います。ラインナップの充実を図りな
がらも、発売当初のままに30年の長
きにわたってセラミストの心をつかん
でいることは、歯科医療に対しても素
晴らしい貢献であると思います。
さて私は現在、名古屋市で歯科技工

所　カスプデンタルサプライ／カナレ
テクニカルセンターの代表をさせてい
ただいております。
もともと名古屋には何の縁もゆかり

もありません。私の出身地は、「恐るべ
し！讃岐うどん」の里、四国の香川県
です。実は、母方の親戚に歯科医がお
り、また叔母が県内の技工士学校の教
務をしていた関係で歯科技工士の道を
選びました。
学校卒業後、めでたく歯科技工士の

国家資格を取得して最初の就職先は、
デンチャーでは県内屈指の名医といわ

れた歯科医師の診療所です。
当時の故郷では、歯科技工のなかで

デンチャーの製作に自信を付けること
は必須だと思っていました。
一方でちょうど日本にブローネマル

クインプラントが紹介され始め、その
フルマウスリコンストラクションに大
変興味をもち、最新の情報と技術を身
につけたいと奮起して国際デンタルア
カデミーラボテックスクール（略称

IDA ／故 保母須弥也所長）の門をたた
きました。

IDA卒業後、当然就職先を探すワケ
ですが、当校教務主任だった武藤秀伯
先生（現：ストローマンジャパン・ス
ペシャルプロジェクトディレクター）
から職場をご紹介いただき、今の名古
屋に住みついた次第です。
その職場というのが、株式会社カス

プデンタルサプライで、当時は女性歯
科技工士として名を馳せていた、坂
清子社長（現：クラレノリタケデンタ

ル株式会社開発顧問）率いる日本で唯
一の歯科材料・研究開発会社でした。
今から25年以上前になります。
入社当初は、いわゆる歯科技工所と

は趣が違っていましたから、何もかも
が目新しかったのを覚えています。歯
科技工士がなにげなく使う材料も、同
じ人間が寝食を忘れて開発しているこ
とを知りました。
コ・デンタルスタッフという言葉が

使われますが材料の開発者も同列なの
だ、と思ったのもこの会社に入ってか
らです。
私が入社する少し前に、世界ブラン

ドの株式会社ノリタケカンパニーリミ
テドと共同開発した金属焼付け用ポー
セレン「AAA」が注目を浴びていまし
た。世界へ向けても発信していく商品
で、入社2年目にして隣国の韓国に出
張講演に出かけました。
職場の先輩からは、ポーセレンの色

ひとつ作るのも大変な紆余曲折があっ

ノリタケスーパーポーセレンAAA発売30周年特別連載
スーパーポーセレンAAA
発売 30周年によせて

図1 アメリカに特注した当社の看板付け替え作業に
て、社員集合写真（2010年当時）。

図2 カスプデンタル入社2年目（1990年）。 図3 韓国での講演風景（2014年韓国技工学会より招
聘）。
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図4 AAAのボディ・エナメルと併用してラミネートを製作するスクリーニングポーセレンキット。

図5 コンプリメンタリーカラーをブラックライト下で観察し
たところ。これらには適切な蛍光性が付与されているため天然
歯特有の明るさを再現するのに役立つ。これを0.3mmの厚み
で最下層に築盛する。

たことを聞かされました。少しでも色
彩学について学んで開発の大事に備え
ようと関係書を買いあさり、通信講座
も受講しました。
結局、私が開発現場で調色に携わる

ことはなかったのですが、のちにラミ
ネートベニア用ポーセレンシステムを
企画する際にいくつかの提案はできま
したし、臨床への応用という側面か
ら、色彩というものを自分の糧にもし
ました。
当時ラミネートベニアは日本に紹介

されたばかりで、大学関係から治験的
なラミネートベニアの症例を手がける
機会が続きました。まだ一般的にはな
じみがない技法を臨床家として手がけ
るのですから、やりがいがありまし
た。一心不乱に、臨床で一日に最高

36枚のラミネートベニアを仕上げた
こともありました。
ただ、やればやるほどオペーキーで

白く浮き上がりがちなベニア修復に疑

問を感じていました。
どうして審美修復なのに自然感に乏

しいのだろう。ラミネートベニアを手
がけるうち、変色歯の色そのものと色
の濃さに一定の傾向があることに気づ
き、それぞれを分類したうえで各々の
変色に対応した補色ポーセレンを使用
する、という自分なりの技法も確立し
ました。
そして自然感のあるラミネートベニ

アに高い評価もいただきました。
落ち着いた頃に大阪大学歯学部の中

村隆志先生（現：同大学院歯学研究科
准教授）・六人部慶彦先生（現：むとべ
デンタルクリニック院長）のすすめで、
米国補綴誌 IJP（The International

Journal of Prosthodontics）に色彩学
を応用したラミネートベニアのオリジ
ナル論文を投稿したところ、翌1994

年の“Mosby（モスビー）”歯学部門に
記載の通知書が届き、選定されまし
た。

この選定は歯科だけでなく、あらゆ
る医学関係を含めた世界中の全論文が
対象だそうです。
もちろん、自力での英文翻訳は不可

能なので前出の中村先生や現デンテッ
クインターナショナル社長夫人・山下
奈奈重氏にもお世話になりました。
本技法はコンプリメンタリーカラー

テクニック（補色法）と名づけました。

AAA関連商品として、クラレノリタ
ケ／スクリーニングポーセレンキット
の中にラインナップされています。
過日、イタリアのナポリのラボで研

修会を開きました。そのラボのオー
ナーは地域の学術委員の方で、先述し
たコンプリメンタリーテクニックを
使って良好な臨床結果を得ている、と
自分がイタリアの技工雑誌に投稿した
本法応用の臨床例を見せてくれまし
た。
同時に、ラミネートベニアの仕事も

増えたと笑っていました。遠く離れた
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国で20年前に発表した青二才の論文
を認めてくれる人がいたことに、年甲
斐もなく感動して涙が出ました。現在
私の知るかぎり、後藤博樹氏（アメリ
カ カリフォルニア州Sheets,Paque-

tte&Wu Dental Practice勤務）や渡辺
一史氏（Dental Labo Zecross代表）ら
が本法を彼等なりに昇華し、応用して
います。
歯科技工をとおして想うことは、

「我々が日々向かい合う模型の向こう
には、困っている患者さんやキレイに
なりたい患者さんがいる。そして自分
が作ったモノが特定の人間の笑顔を作
り出すことと直結しているというこ

と」―こんな職業はそんなに多くない
と思います。そんな想いを支え続けて
くれた材料がAAA。この先も、たゆ
まずに進化を続けることを祈っていま
す。
最後に、一昨年、六人部慶彦先生よ

り製作依頼があった臨床例を提示しま
す。
患者は20年以上前に上顎6前歯の審

美障害で大阪大学歯学部を訪れ、施術
されました。
当時の担当医は六人部先生でした

が、患者さんはむとべデンタルクリ
ニックを探し当てて、再治療を希望さ
れたとのことです。

中切歯2本はメタルセラミックスで
両側の側切歯および犬歯がラミネート
ベニアの症例。図6は、クリニック来
院時の状態で左側切歯と犬歯にポーセ
レンの破折とチッピングの跡が観察さ
れます。ただし、20年経っても歯周
組織に異常や退縮はなく健全なことに
注目されたい。
図7は、ラミネート撤去後のシェー

ドテイク時の写真で目標シェードは

A1。図9は、新たに製作・装着された
ポーセレンラミネートベニアです。
本症例は、昔も今回も先述のコンプ

リメンタリーテクニックを応用してい
ます。

図6 歯科医院を訪れたとき、その口腔内には20年以
上前に装着されたメタルセラミックスとポーセレンラ
ミネートがコンビネーションされている。左上のラミ
ネートは破損しているが軟組織は極めて良好。

図7 シェードマッチングの情報写真。装着後の目標
シェードはシェードガイドではなく修復歯。

図9 20年前と変わらぬ接着技法（接着性レジンセメン
トはクラパール：クラレノリタケデンタル社）にて装
着されたラミネートベニア。

図8 築盛レシピ。シンプルな層構成で最良の効果を得る。
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